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はじめに：単層カーボンナノチューブ(SWCNT)は、

グラフェンシートを筒状に丸めた構造を持つ 1 次元

材料であり、その巻き方によって、右巻き、左巻きの

構造が存在する(図１)。近年の分離技術の向上によ

り、この右巻きと左巻きを分けるエナンチオマー分

離が可能となった。このエナンチオマー試料を評価

する一般的な手法として、円二色性測定がある。これ

は、左回りと右回りの円偏光に対する吸収の差を見

る測定（線形応答）であるが、吸収の１％以下のわず

かな違いしかない．しかし，非線形応答を通して円偏

光応答の違いを見ることにより，右回り・左回り応答への違いも増幅されることが期待される．

そこで本研究では、高次高調波発生(HHG)の右回り・左回り円偏光応答特性に注目した。HHG と

は、超高強度中赤外光を試料へ照射した際に発生する非摂動な高調波である 1。この背景には、光

と物質の相互作用が非常に強いことが関係しているが、強い相互作用のおかげでバンド構造を反

映した強度変化 2 や結晶構造を反映した円偏光特性 3 など様々な物性を反映した振る舞いが報告

されている。本研究では，エナンチオマー分離した SWCNT の円二色性応答特性を調べた。 

実験手法：試料には、ゲル濾過クロマトグラフィー法により分離したエナンチオマーの

(6,5)SWCNT を用いた。試料をメタノール分散させた溶液を用意し、基板上に滴下することで薄膜

試料を作成した。この際、円偏光応答が強い SWCNT の軸方向に入射させるため、溝がある基板

として透過型グレーティングを用いた。測定では、この薄膜試料に 4.8 µm(0.26 eV)の右巻き(—)お

よび左巻き(＋)の円偏光レーザーを照射し、発生する HHG 強度の比較を行った。 

結果と考察：図２に異なる円偏光に対する(a)5

次および(b)7 次高調波のスペクトルを示す。ど

ちらの次数も右巻き成分の方が強く発生して

おり、強度比は、5 次は 1.7 倍、7 次は 1.5 倍で

ある。これは SWCNT が持つヘリシティ特性を

反映した円偏光二色性を有する高次高調波発

生が可能であることが示唆されており，現在，

更に実験条件を検証している。 
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図２ 異なる円偏光に対する(a)５次高調波と

(b)7 次高調波のスペクトル 

 

図１ 右巻きと左巻きの単層カーボン 

ナノチューブ(SWCNT) 
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